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電算システム統合業務委託

７億398万円
　合併に伴う住民情報系及び内部情報系の電算システム統合業務等

の委託。

　
日
本
共
産
党
　

　
　
市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
が
不
十
分

　
政
府
の
構
造
改
革
に
よ
り
、
市
民
の
納
税
額
が
増
え
︵
前

年
比
三
億
円
増
︶、
そ
の
一
方
で
、
市
民
一
人
当
た
り
平
均

給
与
所
得
額
が
三
万
円
も
減
。
リ
ス
ト
ラ
、
倒
産
な
ど
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
が
不

十
分
。
合
併
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
変
更
、
庁
舎
改
修
や
表
示

変
更
で
一
〇
億
円
も
の
市
民
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
一

五
億
円
も
か
け
た
駅
前
出
張
所
の
利
用
状
況
が
振
る
わ
ず
、

か
け
た
費
用
に
比
べ
て
効
果
が
低
い
。︵
仮
称
︶
大
井
第
七

小
建
設
用
地
の
取
得
を
こ
の
年
度
で
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
開
校
を
さ
ら
に
遅
く
さ
せ
た
市
長
の
責
任
は
重
大
。
市

内
循
環
バ
ス
の
検
討
も
な
し
。
合
併
し
た
ら
サ
ー
ビ
ス
は
高

く
負
担
は
低
く
の
約
束
に
違
反
し
た
決
算
。

【平成17年度決算の主な事業】

・総合振興計画策定事業　　　　　　304万円

・基本健康診査委託料　　　２億　　963万円

・火葬場・斎場事業　　　　　　　２億2,495万円

・東久保区画整理記念公園整備工事

　　　　2,720万円

・駒林区画整理事業　　　　　　5,200万円

・東口駅前広場暫定歩道整備工事

694万円

・上福岡駅前通線（川崎橋）事業費負担金

1,415万円

・西口駅前地区整備工事

36億6,421万円

・（仮称）東西連絡道路整備事業

１億7,701万円

・公営住宅供給事業　　　　　　3,799万円

・西小学校耐震補強工事　　　　6,077万円

・大井小学校（普通教室棟）耐震補強工事

5,114万円

・福岡小学校トイレ改修工事　　3,433万円

・大井中学校給水設備改修工事

　　1,995万円

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　

　
　
各
事
業
は
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
た

　
平
成
十
七
年
度
の
ふ
じ
み
野
市
の
決
算
は
、
新
た
な
事
業

を
除
い
て
は
基
本
的
に
合
併
前
の
両
市
町
の
予
算
の
執
行
残

を
引
き
継
い
だ
決
算
で
あ
り
、
合
併
準
備
に
か
か
る
経
費
や

合
併
の
す
り
合
わ
せ
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
経
費
の
支
出
も

あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
は
高
い
方
に
、
負
担
は
低
い
方
に
と
い

う
合
併
時
の
申
し
合
わ
せ
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
た
。
合
併
前

の
両
市
町
の
予
算
で
計
上
さ
れ
た
各
事
業
は
、
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
実
施
さ
れ
、
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
行
財
政
運
営
を
行
な
う
こ
と
で
、
合
併
に
よ
る
効
果
を
最

大
限
に
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
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アスベスト対策事業　　　2,369万円
　アスベスト含有吹き付け材を使用している校舎等につい

て、アスベスト飛散防止のための囲い込み及び封じ込めの

工事。福岡小・駒西小・上野台小・元福小・花の木中

駅西口保留床（公共公益施設）の取得

15億円
　現在のふじみ野市サービスセンター関係施設の取得。

大井作業所増築工事

1,099万円
　知的障害者授産施設の作業場等の増築を実施。

（大井武蔵野）

ゆずり葉保育園建設工事

３億3,579万円
　公設民営方式による保育園（定員120名）の建設。

（鶴ヶ岡４丁目）　

　
公
明
党
　

　
　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を

　
ふ
じ
み
野
市
が
昨
年
十
月
に
誕
生
し
て
初
め
て
の
決
算
で

あ
り
、
今
期
の
決
算
は
合
併
後
六
ヵ
月
間
の
、
旧
市
町
の
予

算
を
引
き
継
ぐ
形
で
執
行
さ
れ
た
決
算
で
あ
る
。
平
成
十
七

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
財
源
別
で
見
る
と
、
自
主

財
源
は
五
九
・
四
％
で
、
平
成
十
六
年
度
の
旧
市
町
合
算
分

の
五
八
・
二
％
と
比
較
し
て
、
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
九
九
・
七
％
で
財
政
の
硬
直
化

が
進
ん
で
お
り
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
収
入
未
済
額
の
増

加
と
不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
努
力
を
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
観
点
か
ら
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を
。
ご
み

分
別
収
集
の
促
進
を
行
な
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
早
急
に
。

　
民
主
党
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
市
政
の
透
明
化
や
情
報
公
開
の
推
進
を

　
経
常
収
支
比
率
が
九
九
・
七
％
と
い
う
異
常
な
数
値
を
示

し
、
県
内
比
較
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
扶
助
費
、
物
件
費
、

公
債
費
も
高
騰
を
示
し
て
お
り
、
経
常
経
費
の
算
定
方
法
も

含
め
て
、
前
市
政
の
大
い
な
る
ツ
ケ
が
回
っ
て
い
る
。
抜
本

的
改
革
は
不
可
欠
だ
。
政
府
の
構
造
改
革
で
、
地
方
財
源
は

圧
迫
さ
れ
、
格
差
社
会
が
進
行
し
た
。
地
方
自
治
体
の
な
す

べ
き
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
市
民
生
活
の
安
全
の
確

保
で
あ
り
、
そ
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
市
民
参
画
型
の
行
政
を
進
め
、
そ
れ
を
保
障

す
る
市
政
の
透
明
化
や
、
情
報
公
開
の
推
進
を
求
め
て
お
き

た
い
。
そ
う
し
た
市
民
合
意
の
も
と
で
、
初
め
て
抜
本
的
な

行
財
政
改
革
は
可
能
で
あ
る
。


